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　いま産業社会では、自社のミ
ッド・キャリア層のキャリア形
成を喫緊の課題と考えている経
営者や管理職は非常に多い。グ
ローバル競争の中で商品のライ
フサイクルが短くなり、常に走
り続けなければならない企業に
とって、自社の能力限界や業界
の動向、市場環境の変化の兆し
などを熟知しているミッド・キ
ャリア層のキャリア形成の速度
こそが会社の開発力や発展力を
左右すると考えるからであろう。
　一方、ミッド・キャリア層の
人々にとって、自社の合併・吸
収のリスクへの不安があり、あ
るいはすでにその不安が実現の
憂き目に遭って悩んでいる場合
もある。よしんば自社の存続に
不安を感じない場合でも、ライ
ン長ポストは限定されており、
また、役職定年後の10年をス
タッフ職として生き残るには常
に自らのキャリア形成を図らな
ければならない。
　これらの状況の中で、ミッド・
キャリア層のキャリア形成支援
者として何を援助できるかにつ
いて考えてみたい。
　“ミッド・キャリア層”と言
っても幅が広いので必ずしも一
括りに出来るものではないが、
“中堅社員”と考えると、カウ
ンセリング上、ある種の傾向が
見られる。
　カウンセリングの目的は、相
談者が自立的に自分の問題を解
決できるように援助することで
ある。多くの場合、解決策は相
談者本人の中にある。それが、
自分の思いの中で混乱していた
り、感情が濃霧となって見え難
くしているだけである事が多い。

カウンセラーが相談者の混乱し
ている状態をも含めて受け止め
てきちんと聴くことで、相談者
は話しているうちに自分の気持
ちに対峙して、混乱していると
ころを整理できるのである。
　ミッド・キャリア層の特徴的
傾向の第一は、“相談行動へ
の始動が遅れる”ことである。
「自分のことは自分で解決でき
なくてどうする！」という自ら
への叱咤激励があったり、「他
人が自分の悩みを理解できるは
ずがない」といった“援助への
あきらめ”が先に来て相談への
抵抗感が強い。また忙しいこと
を理由に「問題を認識していて
も先送りする傾向」も見られる。
相談に来た場合でも、周辺の話
を堂々巡りしてなかなか本題に
入ろうとしない。切羽詰っての
相談になると、社内活用キャリ
アであれ外部活用キャリアであ
れキャリアを形成する時間的余
裕がなくなり、キャリア形成計
画に支障をきたすことになる。
　第二の傾向は、ミッド・キャ
リア層の場合、問題の影響範囲
が極めて広いことである。妻子
の問題、老親の問題等をふくめ、
「当初、問題と考えていたこと」
よりも大きな問題が隠れていた
りする。キャリア・カウンセリ
ングは産業カウンセリングの一
部であり、キャリア形成支援が
表面的な論理思考だけでは本質
的な援助にならないことが多い。
相談者は自らの心との対峙の中
で人生のキャリア形成課題に気
づき、新たな展開に進めるので
ある。
　第三の傾向は、問題の把握か
ら解決策への展開は、むしろか

なり速いことである。カウンセ
リングは、「問題の把握」「目標
の設定」「目標の達成」「達成行動
の定着化」等のプロセスをたど
るが、ミッド・キャリア層の場
合、相談行動の始動の遅れや問
題の複雑性の難しさがあっても、
ひとたび問題を把握できると目
標の設定（解決策作り）の行動
は早い。蓄積された社会経験の
中ですでに方策を自ら持ってい
たり、方法を調べるすべを知っ
ていることから、本気で自分の
方向性さえ決めれば実行速度は
速いのである。
　これらの傾向から、ミッド・
キャリア層へのキャリア形成支
援を進めるためには、一つには
「自分のキャリア形成見直しを
先送りしない認識」を持っても
らうための研修機会を多く設定
する必要があり、第二には感情
的な葛藤問題を含めて「相談者
が自分と対峙できる場面を作る
こと」を推進することが、私た
ちキャリア・カウンセリングに
携わる者の最大の役割と考える。
　ミッド・キャリア層のキャリ
ア形成の推進を早めることで、
産業界の発展に寄与し、ひいて
はそれに続く勤労者の明るい未
来を開きたいと願うものである。


